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漢字書体の四川宋朝体「龍爪」に和字 書体がセット。
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蜀
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版
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発
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﹁
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文
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朝
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朝
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時
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�
唐
王

朝
官
刊
本
の
伝
統
的
な
体
裁
を
四
川
刊
本
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し
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ま
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�
ま
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◎もとい龍爪

ふるい四川刊本は蜀版とも呼ばれ、文字は古銭のように大

きく、墨の色は黒漆のように濃く、古来の刊本字様の伝統

をよく保持しています。これは顔真卿書風を継承したもの

で、四川刊本字様に連なりました。龍爪の名は横画の収筆

部に鋭角な龍の爪のような突起部を有しているからです。

◎さきがけ龍爪

ふるい四川刊本は蜀版とも呼ばれ、文字は古銭のように大

きく、墨の色は黒漆のように濃く、古来の刊本字様の伝統

をよく保持しています。これは顔真卿書風を継承したもの

で、四川刊本字様に連なりました。龍爪の名は横画の収筆

部に鋭角な龍の爪のような突起部を有しているからです。

◎かもめ龍爪

◎かもめ龍爪

ふるい四川刊本は蜀版とも呼ばれ、文字は古銭のように大

きく、墨の色は黒漆のように濃く、古来の刊本字様の伝統

をよく保持しています。これは顔真卿書風を継承したもの

で、四川刊本字様に連なりました。龍爪の名は横画の収筆

部に鋭角な龍の爪のような突起部を有しているからです。
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